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登壇 

 

柴田：皆様、こんにちは。プレミアグループ株式会社代表取締役社長、柴田でございます。 

早速でございますが、2021 年 3 月期第 3 四半期決算の方を説明させていただきます。 

 

まず、第 3 四半期の決算概要でございます。 

第 3 四半期のハイライトといたしまして、自動車マーケット環境は回復基調となってございます。 

私どものコアビジネスでありますクレジット事業、故障保証事業は共に増収。また子会社の収益も

加わり、営業収益は右肩上がりに身長しております。 

マーケットの方は回復基調で、新車登録台数は前年同期比 115%。中古車の登録台数は同じく

107.8%となってございます。 

私どもの主要事業、先程ご説明いたしましたクレジットの取扱高に関しましては、3 クォーター累

計で 90%弱となっております。ただこの内訳ですけども、3 クォーターに関しましては 101.9%

で、前年比を上回っております。 
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故障保証の取扱につきましては、3 クォーター累計で約 103%。第 3 クォーターのみを切り出しま

すと、109.7%で、10%近い伸びになってございます。 

営業収益の方は、127.9 億円。前年同期比 125.7%と 3 クォーターのみの営業収益に関しましても

125%の伸長で、こちらも営業収益は順調に大きく伸びております。 

将来収益、繰延利益に関しましても、289.5 億円。約 290 億円で、BS 上にストックしておりま

す。こちらは前年同期比 115%の伸びという状況でございます。 

またトピックスといたしましては、後ほどご説明させていただきますが、通期業績予想を上方修正

いたします。またコロナ禍の長期化、今も緊急事態宣言が延長しておりますけども、この長期化の

予想を踏まえ、中期経営計画の数値に関しては現在、見直し中でございます。 

 

まず、連結の業績でございます。 

われわれのビジネスモデルは将来収益、これをいわゆるストックから実現をさせていきますので、

過去の収益をしっかりと計上できるというところでこの環境下においても、約 128 億円は前年同

期比 125.7%で大きな伸びを記録しております。 

本業の税引前利益に関しましては、こちらの 27 億 9,900 万で、前年同期比 86.3%になってござい

ますが。この左側にございますその他収益の比較で、前期は約 21 億円近い一過性の収益がござい

ましたが、今期はそれが 6 億 5,300 万でございます。 
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こちらから一過性の費用等を引きますと、実質上の本業における利益におきましては 22 億 7,900

万で一過性の利益を除いた場合は 143.7%。これも次のページで詳細をご説明いたしますが、大き

な要因となっております。 

 

この税引前利益の考え方ですけれども、先程ご説明しました一過性の利益を前期と比較した表でご

ざいます。 

前期の場合は会計上の見積り変更は約 20 億 5,500 万プラスで発生しました。一方、一過性の利益

マイナスということでデリバティブの評価益、また先行投資の費用、こういったものがございまし

たので実質 16 億 5,600 万の一過性の減益を計上しております。 

一方、今期に関しましては、負ののれんで 5 億 9,400 万の益勘定になっております。 

一方、一過性の費用でこれを除きますと、5 億 2,000 万になっておりますので、これらの一過性の

損益を除いて前期と比較をすると、今期は 15 億 8,600 万の前期に対して 22 億 7,900 万、前年同

期比約 143.7%で大きな伸びになっています。 
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それでは、事業別の取扱高について少しご説明をいたします。 

まず、本業のクレジットの取扱でございます。こちらは冒頭で申し上げたとおり、3 クォーターの

累計が前年比約 90%で約 10%のマイナスなった状況でございます。ただし 3 クォーターのみの取

扱高を取りますと約 102%で 100%を超えてきておりますので、われわれの取扱高の方も上向きな

っていく状況でございます。 

ただし、われわれの管理会計であります利益に関して取扱高は 10%ダウンでございますが、利益

はしっかりと前年並みをキープして、利益率重視の営業体制を今期は推進をしています。 

営業人員に関しても、このコロナ禍の影響を受けて、人員作業を少し止めていました。その影響も

あって、営業人員はちょうど去年の第 3 クォーターは 81 名の営業体制だったのですが、今期は 79

名で今 2 名減になっておりますので、そういった意味では 1 人あたりの効率性というものはしっか

りキープできていると。 

最後に申し上げますが、来期に向けて営業人員の採用は再開をしております。今後も引き続き新規

加盟店、または販売稼働の促進、これに注力をしていきたいと考えておりますし、DX 化を推進さ

せて加盟店の利便性向上、または各種効率化を図りながら利益・取扱高ともに伸ばしていきたいと

考えています。 
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また、加盟店向けの会員サービスであります、PFS Premium Club。こちらの募集も開始をしてお

りますのでクロスセル、こういったものを通じて、プラットフォーム構想への第一歩を踏み出して

いきたいと考えています。 

 

次に、この残高ですけども、残高は順調に伸びております。112.8%増で、3,405 億円になっており

ます。 

また一方、延滞債権残高の方は 1.08%で昨年の同期比よりも 0.97 から若干アップはしております

が、ただ最近、内容自体の悪化は全くありません。一時的に営業の伸びが少し止まっていますの

で、そういった意味では積上げが未実現によって若干、延滞債権残高率は微増しておりますが、内

容は全く悪くなっていない、しっかりと優良債権を確保できていると考えてございます。 

われわれはこの債権自体は保険でヘッジをしておりますけども、この保険料率の上昇の影響は全く

ありません。そういう意味では PL の影響は無しということで、来期の保険料も同じような料率の

見込みとなってございます。 

今後、長期延滞抑制のために初期の延滞を引き続き、しっかりと解消に注力をしたいと考えていま

すし。また今期グループインしました中央債権回収のサービサーのノウハウをしっかりと活用し

て、引き続き特に中長期債権の解消をしっかりと強化していきたいと考えてございます。 
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次に、加盟店数の伸びですけども、こちらは少し伸びが 105.5%でダウンしております。 

先程から申し上げていますとおり、今期の営業方針としては、営業人員は増やさない。同じような

人員でコスト抑えていこうという考え方をしておりましたので、そういった意味で特にこの第 2 ク

ォーター、第 3 クォーターも含めて、新規加盟店の開拓よりも、稼働促進というところに重点を置

きましたので、そういった意味で 105.5%の伸びに留まっています。 

ただ今後は、しっかりと人員も増やしていくところも含めて、加盟店の開拓によって、加盟店増と

いうもの図っていきたいと考えています。 

加盟店の DX 化による利便性の向上ということで、今期ポータルサイト、P-Gate をスタートして

おりますけども、既存加盟店の利便性の向上によって、さらにこのわれわれの仲間、加盟店という

もののネットワークを広げていきたいと考えてございます。 
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次に、二つ目の事業としての故障補償事業の推移でございます。こちらの方の取扱高は通期

102.9%で、しっかりと前年を上回っています。 

冒頭でご説明しましたとおり、110%近く第 3 クォーターでは伸びておりますので、右肩上がりに

マーケットの回復に合わせて、取扱高も回復している状況でございます。 

また、非常にコロナ禍において、営業がかなり制限されたという部分がありますので、大手の

OEM 契約をしっかりと確保し、またプレミアブランド、EGS ブランド、この二つのブランドを使

いながらしっかりと伸ばし、今期については先日リリースをさせていただきましたが 100 万口座

に今到達したという形になってございます。 

今後は、クロスセルと同様にプレミアムクラブ、加盟店のネットワークをしっかりと築いていくこ

と。またこの収益に関して、このわれわれの整備のネットワークも、ほぼほぼでき上がりましたの

で、このわれわれ自社のネットワークを通じて、故障車両の修理を行うことによって利益率、これ

も向上させていきたいと考えています。 

また、新たにリース車両ですとか、オークションの落札車両。こういったものにこの保証を付ける

ことによって、新たな分野でシェアを広げていきたいと考えてございます。 
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次に、事業ベースの営業収益でございます。 

これは 3 事業に分けた営業収益でございますが、128 億円の営業収益。今期 3 クォーター累計で今

計上しておりますけども。3 事業ともをしっかりと伸ばし、ファイナンス事業は 123.5%増。故障

保証事業は約 10%増。オートモビリティサービス事業に関しては、約 300%近い伸びをしておりま

す。 

そういった意味では、新規事業であるこのオートモビリティ事業がしっかりと伸びてきております

ので、今期末にはこの営業収益の構成比、ポートフォリオ 15%を目指していきたいと考えていま

す。 
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一方、営業費用の推移でございます。 

営業費用の合計は、3 クォーター累計で約 106 億円。118.4%増でございます。コロナ禍において

やはり営業活動自粛、経費削減。これの効果がありまして例年より前年同期比の伸びは縮小してお

ります。 

また、この 106 億円のうち今期新たに加わった子会社の増加分が、約 7 億円ございますので、そ

ういった意味では既存のビジネスの販管費に関しましては、約 110%で営業費用に関しても抑える

ことができたという形になってございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

11 
 

 

そのおかげをもちまして、通期業績予想が上方修正を今回させていただきます。 

営業収益の方は 171 億円の予想でございましたが、173 億円。それと税引前利益に関しましては

28 億 6,500 万の予想でございましたが、33 億円に修正をいたします。 

グループ会社の特にサービサー。こちらの業績が好調ですとか、またコロナ禍による各種活動の自

粛等々に含めて営業費用が減少した、この影響が出ている状況でございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

12 
 

 

その他トピックスといたしましては、この第 3 クォーター、12 月にわれわれの子会社であるセン

トパーツが中小企業・小規模事業者 300 社に選定をされていたり。また先程も申し上げたとお

り、故障保障の累計契約台数が 100 万台をおかげさまで突破いたしました。また整備のネットワ

ークである FIXMAN Club。これも順調に稼働しております。 

今、東日本に引き続き西日本でも FIX MAN がオープンいたします。またこの FIX MAN ブランド

のブランドサイトもオープンしてございます。 
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最後に、来期に向けた動きについてでございます。四つあります。 

まず、今期はこのコロナがどういう形で動くかというところがわからなかった。ただ、まだまだこ

のコロナ禍という状況が続くとは思いますけども、ある意味感染のメカニズムは判明してきていま

す。そういった意味では来期を見据えたコア事業で、営業を 100 名体制にしていきたい。この第 4

クォーターから営業人員を積極採用しています。 

これによってわれわれは、まだまだ営業空白地域がありますので、この空白地域を解消して、シェ

アを拡大させたい。また、これも拠点を出していくということではなくて、われわれ独自の BIZ サ

イト。 

ビジネスサイトというのは下に注釈がございますけども、必要に応じてエリアに赴いて営業展開を

する方式をわれわれは独自に BIZ サイトという呼び方をしています。こういった方式で経費を抑え

ながら空白地域を拡大していく、人員も拡大していくという戦略を取っていきたいと考えていま

す。 

二つ目としましては、オートモビリティサービス事業。これがやっと今 10%、営業収益の比率が

ポートフォリオを超えてきました。そういった意味で今期は 15%を目指しておりますが、来期は

この収益構成比を 20%までもっていきたい。 

また、このオートモビリティのサービスの粗益率を 10%に確保を目指したい、M&A とかを駆使し

ながら、この分野に関してもしっかりと伸ばしていきたいと考えています。 
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三つ目としましては DX 化の推進ということで業務イノベーション。これを行うことによって利益

貢献の拡大もしたい、プラットフォーム構想というものをわれわれは中期の戦略に向けてあげてい

ます。この実現に向けて各分野において、スペシャリストをしっかり採用、または育成に今は注力

したいと考えています。 

また、この DX に関わる戦略を明確にして当社グループの DX ビジョン、これを今年公表したいと

考えています。それにより、DX 銘柄の指定を目指していきたいとも考えております。 

また海外事業については、コロナの影響で止まっておりますけども、タイ、インドネシアにおいて

は故障保証のニーズが高まってきております。両国においても、故障保証に関してはしっかりと売

上が上がってきております。 

0 ベースからスタートしましたが、ようやく 0 が 1 になったという状況でございます。そういった

意味でアジアを中心に故障保証事業の展開を推進していきたいと考えております。 

また、アフリカ、中南米を対象としては中古車の自動車部品の輸出もできると考えています。海外

事業に関しましてはアセットの積上げではなく、ノンアセットを中心に展開していきたいと思って

います。こういった形で来期に向けては、この第 4 クォーターからしっかりとベースをつくってい

きながら、来期に関してはしっかりとアクセルを踏んで再開したいと考えております。 

以上が、この 2021 年 3 月期第 3 四半期の決算説明でございました。 

ご質問に関しましては、私どもの広報・IR の方にお問い合わせをいただきたいと思っております

ので、ぜひよろしくお願いいたします。 

本日はご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________  
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